
払撫文□にゐける4T付方式嫌 漁術

(/JA玄  系輸分場)
1.背 景と巾らレ`

転換約にあヽし1て長掘的に4ヤ知の吐たヵ●ヾ絶若ゴⅢ.収ふ性の協しヽ土地刊爾ぢ式の花工が北めら

れて、1る.

昭キロ55年から力績転殺X口とヤ・じに土地子J円■1【物による71t田機能とをつヽじセ南鹿利同体孫竜検

対したのでYの能永こ1/a導上の参考に怯する。

2.技 綿子の的ぷ

l)41F付方式とイ乍物の吐有.収量

沖液拓換xD竜ャtじに二地利用型作物による水田織劣ヒこおり`した岳茂利用体呑こ検調した。5oヽ

年の平均収童は大乏単ィ惇2'4町/″ ぇ、小攻学作444 re/1θ先で。s～ 4手 目広降収音不幸たに
f3Hる.と Hじに対し.小 友・太ユ1手 2作体みの収セはこ存区さりじ亀く、と省移宰セしてし,る。
い|友`4'q k3'六重2ろう略).

しいしをいでし、水稲こ組井谷わせた輸作にたべるとも手目3りほTする。‐た水稲に東すュ

とによって、このあとの人そばた突炊だによtルク～Sθ%の沼枚になる。
2)違 海による津老の電性

矢乏ではR按齢 υヾョ,4年 目で靖サロする。:l、友で・はこ作s年目)女瞬報字がつ亀イら.水口他
にさって推争は明らクヽに減少し.太ヱ妥、根南れの各生じヤtllすよるイ頓匂である。
s)吐 産ヵと勉ヵ絶々

立作にレLして輸昨□場は収を増による務け叫ス分をが夕く。花RB口枚じ夕し,た内/EA(a,Ma)
がたとし、.塩基! ラヾンス↓競れやすくなり・PHじ 佑下する.屁胞、枝浮写の有機物施円によリ
勉 サ戸 が協 3り kttgヾ向上す る 。水 ロイLに よ ,て と ヵN.ltゃマ名 こ り .塩 ぷ お能 ・将K〉 M9)位 の

頂で進む.フKロイるは斑競朕農申をの点ムや品ふ′ヾランスの調どに有効である。

4)作 付J式 と収ふ性.

大&単作みょおl、女単作のイス益'ヽと1ま水耗に,じべ太略に力る。,l、支・大ユ1年 2作体孫の1期伸此
1ま高く,,l、友4ワθK?,大ヱ23θ К?の小十打得で本格540Kをにこ故する。
とよに水稲こ数年に工農組斗小拘tる ことにさつて長期軍こ生産とィRホ性の向上ボ団られる。
5)万乳地争存J

苛沢可のSゑ家はお、女。大ュ1年 2作体系と57年から実施し、ヤ理機械ィし体系によってい友8

崎FDR、矢ユ好崎円の増力萩緒でヽlⅢ、及ジ4Fを.矢ユ,7S【9(Sク 手ヽ平均)の考収t緯塙して、Bる。

□協法翌整備、尾陥ゎ投,土残夜餞による地力落靖が多1貿率国になつて 1ヽる。
6)通 同地広
il、女・Kユ 1年2作体呑皮び71t格こ合めた1年Z作体呑は胆江よ`t向の県れ勉葛、|キ2作時孫
烹外店操千谷虜とィる。

3.指 導上の留缶事項
1)生 産ヵ宰定ィし̀ 仏コスト体孫こはっ、るには□湯の44y水セt炭 くじ.集ロイし|をよるな獄のカ

孝争J円をすすめる。 (プロックロー〒一シヨン)

… 2 4 T



2 ) , |、友一人三1年2作体ネて、|す―機的に太この機崩がめo投資となるのでヽ.共同利岡にきる
イ氏コストイこと|を9 るヽ。

4。み拷文献、賀オ
1)落子系立農☆拭験場黒的分揚.畑作、ガく口利用に盟する鍛 成魚宅   昭 和55～畔 皮
2)痕求技術体孫 作物縞4■ コムギータイ`ズ体孫 (太冷勉)
3)象チし農業打え28入浴勉にあける口文口輸招の二定刑岡技術

ら,試 瞭成1月の日要

表 1. 作 付方式と作物の収景

件付方式 作  物

毎年次の収R (k8/10a) 作連
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表 2  作 付方式別収益性比破

件 f寸 方  式 収R(k9′ i08) 単価 (円) tE収益 (円) 所得 〈円)

ネllt単作 ネ 540 338 18■250 98.507

六豆単作 284 287 81451 61,673

小霊単作 444 185 82096 48,776
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注)D召和57年 長|ホ水産` 計々より作成。 小 茂,大 豆は転作楽励全を含まない。
| サ サニシキ  ■  つガネヒカリ
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